
第一回アンケートではご回答いただいた皆様のご所属と創薬力強化のために薬学部で学ぶべ

き内容についてお伺いしました．その結果，「創薬概論・実例を対象にした創薬過程の体験」と「AI 

技術の活用」について企業と大学で重視する度合いに差があることがわかりました． 

これを受け，第二回アンケートでは「創薬概論・実例を対象にした創薬過程の体験」と「AI 技術

の活用」について大学で学ぶべき内容と学修深度について更に詳しくお聞きします． 

本アンケートは、第一回調査で抽出された重要事項について，今後実際に教育プログラムとし

て位置づけるか否か、またその具体的内容を検討するための調査です．本調査で得られた結果

は，本事業における教育プログラム構築に活用するとともに，次期薬学モデル・コアカリキュラム

に対する提言の基礎資料として整理する予定です． 

 

  



また，第一回アンケートでは自由記述にて「日本の創薬力強化のために薬学教育に期待するこ

と」をお伺いし，「研究環境・研究時間の確保」等の回答が多い結果となりました．下記に前回集計

結果を掲載いたします．本調査では，下記をご参照いただいたうえで，この点についてのご意見を

改めて自由記述にてお伺いいたします．また薬学教育における研究環境・研究時間の確保のた

めの方策があれば併せてご記入いただければと存じます． 

本設問は，教育内容そのものだけでなく，教育を成立させる制度的・環境的条件の整理を目的

としています． 

 

  



第一回アンケートでは「日本の創薬力強化のために薬学教育の課題と感じていること」につい

てお伺いし「臨床薬剤師養成への偏重」との回答が多いことがわかりました．下記に前回集計結

果掲載いたします．本調査では，下記をご参照いただいたうえで，この点についてのご意見を改

めて自由記述にてお伺いいたします．また創薬（基礎研究・治験・製造・品質保証など）科学人材

を薬学部で養成するための方策があれば併せてご記入いただければと存じます． 

 

 


